
横浜町コミュニティ・スクール便り『夢をはぐくむ』 

第７号 令和 8 年７月 横浜町学校運営協議会事務局  

☆令和 8 年度の横浜町学校運営協議会が動き出しました！ 

令和８年度の第１回横浜町学校運営協議会が過日開催されました。年度が替わりメンバー変更もあ

ったので、協議に先立ち教育長から、横浜町学校運営協議会の特色や運用等について挨拶も含め伝えら

れました。「この会は学校を核とする子ども達そして町民にとってよりよい町づくりをめざし、そのた

めの提言や働きかけ・発信を積極的に行っていく」「協議の中ではどのような意見や考えであっても決

して心に留めず自由に出し合う」「出された意見や考えは決して批判しない」「協議会の動向はホーム

ページで一般に公開される」「横浜町の実情を踏まえ会議は多く設けず基本年 3 回とする」などです。 

以下が今年度の組織になります。 

氏 名（期数） 杉山 昌志（1 期目） 髙坂 一（３期目） 濱谷 浩二（３期目） 森川眞由美（２期目） 

 川嶋晋太郎（２期目） 西濵 敬寿（２期目） 山本 治（小校長２） 大竹 旭（中校長１） 

なお委員長には濱谷浩二氏、副委員長には髙坂一氏が就任しました。各委員の自己紹介もあり、和やか

な雰囲気で協議に入りました。今年度の組織について、町民の皆様には何卒よろしくお願いします。 

【備考】・この会は横浜町教育委員会により設置され、「横浜町学校運営協議会の設置等に関する規則」により運用される。

（各委員の任期は令和 8 年４月１日から令和 9 年３月３１日までの１年間） 

    ・教育長は「委員選任に関わる教育長方針」（R7.3.21 発出）を踏まえ、年度末に各委員に対して委員継続の意思確

認を行う。委員は継続就任可だが、委員の活動状況等によっては教育長の職権で解任できる。 

☆第１回学校運営協議会テーマ  「横浜町のあいさつをもっと良くするためには何が必要か」 

今年度第１回の協議テーマは「あいさつ」についてでした。会が運営を始めて３年目になりますが、

毎年度取り上げられるこのテーマを事務局から再提起しました。ある委員からは、「何でまたあいさつ

なのか？」といった意見もありましたが、理由は、「子ども達があいさつを頑張っているのに私達大人

のあいさつはあまり良いとは言えないのでは？」といった町の現状があるからです。子どもに頑張れ頑

張れ！と言いながら、私達大人はどうなのか？ということです。 

協議は、各委員から普段のあいさつで感じていることが率直に出されました。「昔ほど頻繁に人と交

わる場や機会が減りあいさつの大切さを考えることが少なくなってきた」「休日も含め子どもを外でほ

とんど見かけなくなりその分あいさつも減った」「昔と違って今は知らない人と関わらないといったこ

ともあいさつに影響しているのでは」など、あいさつを取り巻く社会状況の変化が指摘されました。同

時に、「数年前より役場の若い職員のあいさつは良くなった」とか「職場の若い人や外国人であっても、

あいさつの大切さを理解すると積極的にしてくれます」などプラスの意見も出されました。 

～協議が進み、今後の方向性がシンプルに定まりました。それは、子ども頑張れ！の発想を転換し、 

「大人から子ども達にどんどんあいさつの声を掛けよう！」 という取組です。学校には子ど

も達にこの取組を伝えるようお願いし、HP の他、町広報にも掲載することにしました。大人のあいさ

つを子どもがどう感じているか後日アンケートも行う予定です。大人の頑張る姿を見せる作戦です！ 


